
ともに学び支え合う
～ウェルビーイングの実現に向けて～

学び合いの推進

・学習成果の活用

・ボランティア活動への参加促進

環境整備

・情報環境の整備

・利用環境の整備

・人材育成

ネットワークづくり

・学校・地域・民間企業・家庭との
連携・協働の推進

・支援・仕組みづくりの構築

多様な学習ニーズへの対応

・多様性への理解

・現代的・社会的課題への対応

・効果的な手法の検討

・青少年の育成

新潟市生涯学習推進ガイドライン（概要版）

職員・教員の資質・能力の
向上と支援体制の充実

多様な学びを支える
教育環境の整備・充実

「新潟市教育振興基本計画〜にいがた学びのコンパス〜」
との関連性を図（コンパスマーク）で表記

学校教育、家庭教育、社会教育（公民館や図書館での学習）、文化・スポーツ活動、
レクリエーション活動、ボランティア活動、企業内教育、趣味など、人々が生涯に
わたり、生活や職業能力の向上、自己の充実をめざし、いつでも、どこでも、誰もが、
必要に応じて、自分に適した手段・方法を選んで行う学習のこと。

すべての市民が生涯にわたり、学びを通じて自己の成長と地域社会の発展に寄与し、
心身ともに健やかで幸福な生活を実現できる社会を目指します。

ともに学び支え合う～ウェルビーイングの実現に向けて～

新潟市が目指す学・社・民の融合の理念に基づき、教育・文化・産業・福祉などの多様
な分野で連携し、学びを通して人と人とがつながり、地域の新たな価値と活力を生み出
す仕組みを構築します。

学・社・民の融合による人・地域・つながりづくり

市民一人ひとりの学習成果を、地域活動や次世代育成、働き方の改善など多様な場面で
活用できるようにします。また、学びの成果が地域づくりや市民の生活の質向上に結び
つくよう、学校・地域・行政・企業が連携し取り組みます。

学習成果を生かす循環型生涯学習の推進


